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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月2日(2018.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に照射された光に起因して生じた音響波に関する音響波情報に基づいた画像を取
得する第１ユニット、及び
　前記画像に対して、前記被検体内における前記光の光量のばらつきに由来する、前記画
像の画像値のばらつきを補正する処理を実行する第２ユニット、
を有し、
　前記被検体の注目位置に対応する前記画像の画像値は、前記注目位置で生じた前記音響
波を複数位置で受信することにより得られた前記音響波情報に基づいて算出された画像値
である
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記第２ユニットは、前記光の伝播を計算することにより、前記光量のばらつきを算出
し、算出された当該光量のばらつきに基づいて、前記画像の画像値のばらつきを補正する
処理を実行する
ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記第２ユニットは、放射輸送方程式または拡散方程式により前記光の伝播を計算する
ことにより、前記光量のばらつきを算出する
ことを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記第２ユニットは、前記被検体での光の吸収の程度を表す係数と、前記被検体での光
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の散乱の程度を表す係数を用いて、前記光の伝播を計算することにより、前記光量のばら
つきを算出する
ことを特徴とする請求項２または３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記被検体の注目位置に対応する前記画像の画像値は、前記注目位置で生じた前記音響
波をエリア型の音響波検出器で受信することにより得られた前記音響波情報に基づいて算
出された画像値である
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記被検体の注目位置に対応する前記画像の画像値は、前記注目位置で生じた前記音響
波を二次元に走査される音響波検出器で受信することにより得られた前記音響波情報に基
づいて算出された画像値である
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　被検体へ照射する光を発する光源を更に有する
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の情報取得装置。
【請求項８】
　前記光源は、特定の波長の光を発する複数の光源を含む
ことを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記光源は、互いに異なる波長の光を発する複数の光源を含む
ことを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記複数の光源から発生した光を共通の光路で前記被検体に導く光導波路を更に有する
ことを特徴とする請求項８または９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記光導波路は光ファイバーである
ことを特徴とする請求項１０に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記第１ユニットは、前記注目位置で生じた前記音響波を前記複数位置で受信すること
により得られた前記音響波情報に基づいて、前記被検体の注目位置に対応する前記画像の
画像値を算出する
ことを特徴とする請求項１から１１のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記音響波情報は、前記複数位置での前記音響波の音圧の時間変化を示す情報である
ことを特徴とする請求項１から１２のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　被検体に照射された光に起因して生じた音響波に関する音響波情報に基づいた画像を取
得し、
　前記画像に対して、前記被検体内における前記光の光量のばらつきに由来する、前記画
像の画像値のばらつきを補正し、
　前記被検体の注目位置に対応する前記画像の画像値は、前記注目位置で生じた前記音響
波を複数位置で受信することにより得られた前記音響波情報に基づいて算出された画像値
である
ことを特徴とする情報処理方法。
【請求項１５】
　前記光の伝播を計算することにより、前記光量のばらつきを算出し、算出された当該光
量のばらつきに基づいて、前記画像の画像値のばらつきを補正する処理を実行する
ことを特徴とする請求項１４に記載の情報処理方法。
【請求項１６】
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　放射輸送方程式または拡散方程式により前記光の伝播を計算することにより、前記光量
のばらつきを算出する
ことを特徴とする請求項１５に記載の情報処理方法。
【請求項１７】
　前記被検体での光の吸収の程度を表す係数と、前記被検体での光の散乱の程度を表す係
数を用いて、前記光の伝播を計算することにより、前記光量のばらつきを算出する
ことを特徴とする請求項１５または１６に記載の情報処理方法。
【請求項１８】
　前記被検体の注目位置に対応する前記画像の画像値は、前記注目位置で生じた前記音響
波をエリア型の音響波検出器で受信することにより得られた前記音響波情報に基づいて算
出された画像値である
ことを特徴とする請求項１５から１７のいずれか１項に記載の情報処理方法。
【請求項１９】
　前記被検体の注目位置に対応する前記画像の画像値は、前記注目位置で生じた前記音響
波を二次元に走査される音響波検出器で受信することにより得られた前記音響波情報に基
づいて算出された画像値である
ことを特徴とする請求項１５から１８のいずれか１項に記載の情報処理方法。
【請求項２０】
　前記注目位置で生じた前記音響波を前記複数位置で受信することにより得られた前記音
響波情報に基づいて、前記被検体の注目位置に対応する前記画像の画像値を算出する
ことを特徴とする請求項１５から１９のいずれか１項に記載の情報処理方法。
【請求項２１】
　前記音響波情報は、前記複数位置での前記音響波の音圧の時間変化を示す情報である
ことを特徴とする請求項１５から２０のいずれか１項に記載の情報処理方法。
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